
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 １月１７日（月）、職員が朝早くからグラウンドにスノーモービルを走らせてコースを整え、クロスカント 

リースキーの練習が始まりました。１・２年生も初スキー練習でしたが、最初から上手で驚かされました。 

今年もスノーモービルがフル回転。本当にありがたく思っております。 

１月２１日（金）は、１・２年生が飯豊少年自然の家に行き、スノーランドを満喫してきました。自

然の家の冬の大人気イベント「チューブ滑り」です。子ども達は笑顔と歓声でいっぱいでした。 

１月２８日（金）の午後は、手ノ子スキー場での１回目の全校スキー。子ども達は集中してスキーに

取り組み、どの子も見事に向上。雪降りしきる中、時々吹雪の中でしたが、本当に楽しいスキー授業で

した。ご指導いただきました飯豊町スキークラブの皆様、保護者の皆様、誠にありがとうございました。 

また、保護者の皆様、スキー用具等の準備や運搬等、誠にありがとうございました。 

全校スキー、クロスカントリースキーへの取り組みを通して、楽しみながら一人一人の体力向上、競

技力向上が図られていくことを願っております。 

 

スノーモービルでコース整備    １・２年自然の家でスノーランド     グラウンドでのクロカン練習 

 

全校スキーではどの子もめきめき向上（手ノ子スキー場） 

 

【おめでとう】  令和３年度 山形県読書感想画コンクール 

 （敬称略）     小学校高学年の部   入 選    ６年 尾形 実莉 



 

 

1 火 ＡＬＴ(中高) 全校ぐんぐん 11 金 建国記念の日 21 月 全校ぐんぐん 

2 水 全校スキー 全校国語テ 12 土  22 火 ＡＬＴ(中高)  委員会活動 

3 木 ＡＬＴ(高) 一日入学 13 日 町スキー大会 23 水 天皇誕生日 

4 金  14 月 150周年準備委員会 24 木 NRT テスト（国・社） 

5 土  15 火 ＡＬＴ(中高) 全校ぐんぐん 25 金 NRT（算・理・英） 

6 日  16 水 全校算数テ 26 土  

7 月 全校ぐんぐん 17 木 ＡＬＴ(高) 27 日  

8 火 ＡＬＴ(中高) 

クラブ活動（現地スキー） 

18 金 授業参観 Ｐ全体役員会 

学級懇談 P役員選考会 

28 月 委員会引継会 

9 水 全校スキー 19 土 添川読書の日  

10 木 壮行式 クラブ活動（ｽｷｰ） 20 日  

     

＜ミニコラム＞ 子どもの心とことばを育てるために（その２６） 

『自閉症の僕が跳びはねる理由』 
〇 自閉症の人はどうして耳をふさぐのですか。うるさいときにふさぐのですか。 

  人が気にならない音が気になるのです。 

  問題は、その気になるという感じが、みんなには分からないのだと思います。 

  音がうるさいというのとは、少し違います。 

  気になる音を聞き続けたら、自分が今どこにいるのか分からなくなる感じなのです。その時には、地

面が揺れて、周りの景色が自分を襲って来るような恐怖があります。だから耳をふさぐのは、自分を守

るためにする行動で、自分のいる位置をはっきり知るためにやっているのだと思います。 

  気になる音は、人によって違います。 

  どうしたら耳をふさがなくてもすむのか、僕には分かりません。 

  僕も時々、耳をふさぐことがあります。 

  僕の場合は、ふさいでいる手をだんだんゆるめて、音に慣れていきました。その音に慣れることで、

克服できる場合もあると思います。 

  大事なことは、気になる音を聞いても、自分は大丈夫と思えることです。 

〇 どうして目を見て話さないのですか。 

  僕たちが見ているものは、人の目ではありません。 

  「目を見て話しなさい」とずっと言われ続けても、僕はいまだにそれができません。相手の目を見て

話すのが、怖くて逃げていたのです。 

  僕は、どこを見ていたのでしょうか。 

  みんなにはきっと、下を向いているとか、相手の後ろを見ていると思われているでしょう。 

  僕らが見ているものは、人の声なのです。 

  声は見えるものではありませんが、僕らは全ての感覚器官を使って話を聞こうとするのです。 

『自閉症の僕が跳びはねる理由』、東田直樹著、角川文庫 

 この本は、次のように紹介されています。「会話のできない重度の自閉症でありながら、パソコンおよび文

字盤ポインティングによりコミュニケーションが可能。１３歳の時に執筆した本書で、理解されにくかった自

閉症者の内面を平易な言葉で伝え、注目を浴びる」（本のカバーより）。このような感覚は、自閉症スペクト

ラム障がいの方々のみならずあると思われ、その内面に寄り添ってあげられたらと常々思っています。 



 


